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奨
学
金
制
度
拡
充
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
は
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
学
生
・
生
徒
が
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
進
学
を
断
念
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
安
心
し
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
、
大
学
等
奨
学
金
事
業
の
充
実
を
図
る
施
策
と
し
て
、
平
成
三
十
年
度
予
算
に
お

い
て
一
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
着
実
な
実
施
、
二
、
無
利
子
奨
学
金
の
希
望
者
全
員
に
対
す
る
貸
与
の
着
実
な
実
施
、
三
、

所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
等
、
を
掲
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
新
し
い
経
済
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
る
消
費
税
増
税
を
財
源
と
し
た
高
等
教
育
無
償
化
政
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る

が
、
現
実
に
は
大
学
等
の
学
費
が
高
騰
し
、
親
の
経
済
格
差
に
よ
る
子
の
教
育
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

奨
学
金
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

平
成
三
十
年
度
よ
り
本
格
導
入
さ
れ
た
給
付
型
奨
学
金
制
度
は
、
非
課
税
世
帯
で
、
一
定
の
学
力
・
資
質
要
件
を
満
た
す

学
生
を
高
校
等
が
推
薦
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
一
学
年
当
た
り
二
万
人
と
い
う
極
め
て
限
ら
れ
た
枠
の
た
め
に
、
支
援
を
受

け
る
べ
き
生
徒
同
士
を
比
較
し
、
選
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
本
年
一
月
段
階
で
推
薦
基
準
を
作
れ

な
い
高
校
が
約
一
割
存
在
し
て
い
た
事
実
は
、
教
育
を
保
障
す
る
制
度
と
し
て
の
事
業
規
模
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
明

し
て
い
る
。
平
成
二
十
年
に
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
創
設
し
た
韓
国
で
は
、
現
在
約
百
二
十
六
万
人
、
三
十
九
％
の
学
生
が

一



受
給
す
る
制
度
に
拡
大
し
て
い
る
。
韓
国
よ
り
十
年
遅
れ
で
本
格
導
入
さ
れ
た
給
付
型
奨
学
金
を
今
後
ど
の
よ
う
に
拡
大

し
、
我
が
国
の
奨
学
金
制
度
の
基
盤
と
し
て
い
く
の
か
回
答
さ
れ
た
い
。

二

無
利
子
奨
学
金
の
拡
充
に
つ
い
て
平
成
二
十
九
年
度
よ
り
低
所
得
世
帯
の
子
供
に
係
る
成
績
基
準
の
実
質
的
撤
廃
と
残
存

適
格
者
の
解
消
と
い
う
方
針
の
下
で
、
こ
れ
ま
で
政
府
貸
付
金
と
返
還
金
の
み
を
財
源
と
し
て
き
た
無
利
子
奨
学
金
に
、
財

政
融
資
資
金
を
活
用
し
た
利
子
補
給
方
式
に
よ
る
対
応
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
下
の
超
低
金
利
政
策
の
中
で
、
奨

学
金
事
業
に
お
け
る
利
子
補
給
負
担
に
係
る
予
算
が
極
め
て
少
額
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
利
子
補
給
方
式
を
活
用

し
、
有
利
子
奨
学
金
の
無
利
子
化
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
回
答
さ
れ
た
い
。

三

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
導
入
し
た
「
新
た
な
所
得
連
動
返
還
型
奨
学
金
制
度
」
に
つ
い
て
、
貸
与
終
了
者
か
ら
の
返
還
が

平
成
三
十
一
年
度
よ
り
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
。
所
得
に
応
じ
た
月
の
返
還
額
が
柔
軟
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
低
所
得
者

の
返
還
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
に
は
諸
外
国
の
同
様
の
制
度
に
あ
る
根
本

的
な
二
つ
の
制
度
が
な
い
こ
と
が
、
検
討
段
階
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
一
つ
は
一
定
の
所
得
に
達
す
る
ま
で
は
返
還
を
免

除
す
る
閾
値
の
設
定
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
一
定
の
返
還
期
間
を
過
ぎ
た
債
権
の
返
還
免
除
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
が
な

い
た
め
に
我
が
国
の
制
度
で
は
所
得
が
な
い
も
の
で
も
返
還
義
務
が
発
生
し
、
低
所
得
者
の
返
還
期
間
が
長
期
化
す
る
こ
と

二



が
予
想
さ
れ
る
。
無
利
子
貸
与
で
大
学
四
年
間
月
五
万
四
千
円
（
私
立
自
宅
生
）
貸
与
の
場
合
、
返
還
総
額
二
百
五
十
九
万

二
千
円
を
年
収
百
四
十
四
万
円
以
下
の
最
低
月
額
二
千
円
ず
つ
で
返
還
し
た
場
合
、
返
還
完
了
ま
で
に
百
八
年
か
か
る
計
算

と
な
る
。
本
格
的
な
返
還
が
開
始
さ
れ
る
前
に
、
こ
の
よ
う
な
制
度
上
の
欠
陥
を
改
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解

を
回
答
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


